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略語  
 
BTC Belgian Technical Cooperation ベルギー技術協力公社 
CDHS Cambodian Demographic and Health 

Survey 
カンボジア人口保健調査 

CMT Counterpart Monitoring Team カウンターパートモニタリングチーム

（プロジェクトの実務レベルカウンターパ

ートと JICA 専門家との月例会議） 
C/P Counterpart  カウンターパート 
GAVI The Global Alliance for Vaccines and 

Immunization 
GAVI アライアンス（ワクチン予防接種世界

同盟） 
GAVI HSS GAVI Health System Strengthening  GAVI 保健システム強化 
HC Health Center 保健センター 
HIS Health Information System 保健情報システム 
HSSP Health Sector Support Project 保健セクター支援プロジェクト 
JCC Joint Coordination Committee  合同調整委員会 
JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 
MAT Midwife Alliance Team Training 助産師チームトレーニング 
MCH Maternal and Child Health 母子保健 
MCH Sub 
TWG 

Maternal and Child Health Sub-Technical 
Working Group 

母子保健テクニカルワーキンググループ

（母子保健に関係する国家プログラムと、

開発パートナー関係者が集まるドナー調整

会合） 
MCT Midwife Coordinator ToT 助産師コーディネーターToT 
MDA Maternal Death Audit 妊産婦死亡オーディット 
MPA Minimum Package of Activities 最小限サービスパッケージ（ヘルスセンタ

ーを対象とする、施設に必要な人員、サー

ビス、機材などの基準） 
NMCHC National Maternal and Child Health Center 国立母子保健センター 
NRHP National Reproductive Health Program 国家リプロダクティブヘルスプログラム 
OD Operational District 保健行政区保健局 
OR Operational Research オペレーショナルリサーチ 
PHD Provincial Health Department 州保健局 
RH Referral Hospital リファラル病院 
RH-SBA Referral Hospital Skilled Birth Attendants リファラル病院熟練助産者（産科医師と助

産師が含まれる） 
RTC Regional Training Center 地方看護助産学校 
SBAs Skilled Birth Attendant 熟練助産者 
TBAs Traditional Birth Attendant 伝統的産婆 
NMCHC ToT NMCHC ToT unit  国立母子保健センターToT 研修部門 
TWG Technical Working Group 技術作業部会 
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0. 活動実績表（様式）  
 

 活動実績 
全ての成果に関連するもの 
プロジェクトモニタリングメカニ

ズム作成 
2007 年６月 29 日第 1 回合同調整会議の際に、プロジェクトの

実働レベル C/P と専門家のプロジェクトをモニタリングする定

期会合として CMT（Counterpart Monitoring Team）が策定された。

CMT は、これまで 11 回開催された。⇒「項目 2. CMT」 参
照   

モデル・サイトの選定 2007 年３月にモデルサイト選定のための調査を実施した。調査

結果については、永井短期専門家報告書にまとめられている。

ベースライン調査 2007 年８-９月に実施した。調査結果については、ベースライン

調査報告書を策定した。この結果に基づき、成果１，２，３に

対応する具体的活動を決定した。 
他ドナー、NGO との連携 ⇒項目 3. 「成果４に関連する実績」 参照  

⇒項目 7. 「NGO とパートナーとの連携」 参照  
カンボジアの母子保健分野では、多数の開発パートナーが関

わっている。当プロジェクトの C/P は、国立母子保健センター

(NMCHC)において、ドナー調整会合や技術作業部会の議長を務

めていることより、当プロジェクト専門家は、C/P より依頼さ

れ、各種ドナー調整会合に参加している。これらの会合におい

ては、国立母子保健センターの下にある５つの母子保健分野国

家プログラムのみならず、開発パートナー側に対しても助言や

情報提供を行っている。特に、国家プログラムがプログラムの

責任のあるサービス分野別の支援、開発パートナーは地域別も

しくは分野別の支援をしていることより、地域における母子保

健サービス全体像について感知しておらず、バランスを欠いて

いることがある。当プロジェクトのオペレーショナルリサーチ

結果、モデルサイトにおける母子保健サービス状況のモニタリ

ング結果を各種ドナー調整会合や技術作業部会時に報告するこ

とにより、国家プログラムと開発パートナー側が現状を理解す

ることに貢献している。例えば、施設分娩インセンティブ導入

直後に、保健スタッフではない伝統産婆（TBA）を施設に呼び

寄せて分娩させる、州ごとに助産師基準を改変するといった望

ましくない動きについて、最も早く NMCHC の国家リプロダク

ティブヘルスプログラム（NRHP）や、ドナー側に報告し、速や

かな対策の策定と導入に寄与した。  
他スキームとの連携（医療特別機

材、JOCV 等） 
⇒ 項目 8. 「そのほかの活動 JICA 事業との協力」参照  

マルチバイスキームによる産科救急機材供与の際に、供与式典

について本プロジェクトから予算支援を行った。  
プロジェクトの広報 ⇒ 項目 9. [広報促進活動]、項目 10. [来訪者]  参照  

プロジェクト開始から 2008 年 11 月までの１年 10 ヶ月間に 44

団体・個人合計 271 人を受け入れた（JICA カンボジア事務所、
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母子保健関係開発パートナーを除く） 
PDM 上の活動  
0-1 コンポンチャム州のモデル

サイトとなる OD を選定するため

に現状をレビューする。 

2007 年２月、モデルサイト選定のための同州の調査を実施、サ

イト候補について、国立母子保健センターC/P と検討を重ねた。

（永井短期専門家、詳細は業務完了報告書）これまで地方では、

JICA 技プロスキームが知られていないことより、JICA 事業に

ついての理解を得られるよう、モデルサイト州保健局、保健行

政区、さらに関連する開発パートナーに説明を行った。特に、

コンポンチャム州を包括的に支援している BTC とは、日当宿泊

交通費費用等、大きく乖離しないよう調整の上、当技プロの地

方 C/P 向け日当宿泊交通費ガイドラインを策定し、かつ地方 C/P
から合意を得た。（松岡専門家） 

0-2 モデルサイトを選定する。 2007 年６月 29 日に第１回 JCC を開催。モデルサイトを正式に

決定し JCC より承認された。 

成果１．保健センター（HC）に配置される SBA を支援するためのチームワークが向上する。 

1-1 全国のモニタリング方法レ

ビュー（活動 2-1）とモデルサイト

における関係者分析（活動 3-2）と

の結果をもとに、NMCHC がチー

ムワーク強化研修カリキュラムを

作成する。 

2007 年 12 月～2008 年４月、NMCHC のカリキュラム策定委員

会により、Midwife Coordinator TOT (MCT)コース、Midwife 
Alliance Team Training （MAT）コースカリキュラムが策定され

た。  

1-2 研修実勢体制を整える。 2008 年２～４月、上記研修カリキュラムを策定しつつ、実施体

制を整えた。 
1-3 モデルサイトにおいて母子

保健サービス強化をチームで取り

組めるための研修を SBA 並び関

係者（PHD/RTC/OD/RH/HC）を対

象に実施する。 

MAT コース：対象者 州・行政区レベル母子保健行政官、リフ

ァラル病院 SBA、第１回 対象者 21名（2008年６月 23-27日）、

第２回 対象者 20 名（2008 年８月４-８日） 

1-4 PMTCT を含んだ技術面の研

修内容を改善し、PHD/RTC/OD レ

ベルにおいて実施する。 

MCT コース：対象者 13 名（４月 21-25 日）州・行政区レベル

母子保健行政官 

1-5 成果をモニタリングするた

め、モデルサイトにおいてフォロ

ーアップワークショップを行う。 

<今後の活動> 

成果２．SBA 活動を円滑にするための保健行政（PHD/OD）による支援モデルを策定する。 

2-1 PHD/RTC/OD による HC/RH
所属の SBA に対する支援方法（モ

ニタリング方法と現存するチェッ

クリスト）をレビューする。 

2007 年３～７月、全国での熟練助産者（SBA）支援体制、モニ

タリング手法のレビューを実施。2007 年８～９月、モデルサイ

トにおけるレビューを実施した。 

2-2 レビューの結果を活動1-1の
研修カリキュラムに反映させる。 

2007 年 10～12 月、活動 2-1 のレビューに基づき、どのような介

入をプロジェクトで実施するのか、C/P と協議をし、合意に至

った。また、活動 2-2 と活動 2-1 で判明した事項について、活動

1-1 のカリキュラム策定の際に反映させた。  
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母子保健行政官は、自らの役割認識が不明瞭であったことか

ら、MCT 研修→母子保健行政官の自らの役割についての認識を

明確とし、地域の助産師がサービス提供できるようになるため

に、助産師コーディネーターとして地域のリソースを調整する

位置づけを理解することを目的とした。  
同じ地域にいながら、母子保健行政官とリファラル病院熟練

助産者（RH-SBA）の連携が認められず、RH-SBA が保健センタ

ー・保健システムについての知識がなかったことから、MAT 研

修→以下の３つを目的とした。１）RH-SBA が保健システムを

学び地域の母子保健向上のために保健センターとリファラル病

院とで相互補完的な役割を持っていることを理解する。２）保

健センターに期待されているサービス内容と保健センターの助

産師のおかれた環境を理解する。３）RH-SBA と母子保健行政

官の連携強化と、合同での保健センター助産師支援計画立案 
2-3 研修後にチェックリストな

ど を 活 用 し 、 PHD/OD に よ る

HC/RH の SBAｓへの支援を強化

する。 

MAT 研修第１回終了後（2008 年７月以降）、モデルサイト保健

行政区、コンポンチャム州保健局レベルにおいて、主として母

子保健行政官が主催し、かつ RH-SBA も参加する各種の新規活

動（保健センター助産師支援）が開始され、継続されている。

2-4 PHD/OD によるモニタリン

グに対する NMCHC の支援を強化

する。 

2008 年 10 月、新型巡回指導を４つのモデルサイト行政区にお

いて実施した。OD、PHD の母子保健行政官が地域の RH-SBA
を交えて 保健センターを来訪の上、保健センター助産師の技

術指導を実施した。NMCHC スタッフは実施者ではなく助言者

（アドバイザー）として参加し、保健センター助産師を恒常的

に指導・支援する役割をもつ、その地域の人材（母子保健行政

官と RH-SBA）の育成が重要であることを理解するようプロジ

ェクトとして支援した。 
2-5 PHD/RTC/OD による HC/RH
の SBA に対する支援ガイドライ

ンを作成する。 

<今後の活動> 

成果３．地域コミュニティにおける母子保健向上のための協働モデルを策定する。 

3-1 全国においてコミュニティ・

レベルのグッド・プラクティスをレ

ビューする。 

2007 年６～８月、全国における地域保健活動のレビューを実

施し、特に、コミュニティと保健センターの関係性が進化す

るプロセスの仮説を策定した。（詳細は小笠原短期専門家報告

書） 
3-2 選定されたモデルサイトにお

ける関係者分析を行う。 
2007 年８～９月、モデルサイトにおける地域保健人材と保健

センターの連携、関係性についての分析を実施した。（松岡専

門家、ベースライン調査報告書） 
3-3 関係者分析の内容を活動 1-1
の研修カリキュラムに反映させる。 

プロジェクトベースライン調査（関係者分析）の結果、地域

との連携を実施しているのは、主に SBA 以外の人々（行政区

長、保健センター長）であることが明確となった。したがっ

て、SBA を対象とした活動 1-1 の研修カリキュラムには、コ

ミュニティとの連携についてのコンポーネントは含めないこ

ととした。一方、コミュニティ連携に関しては、OD レベル以

下で、計画立案事業実施を行うことが妥当であると判断した。
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したがって、OD 側 C/P が、地域との連携を良くするための活

動について、数回、プロポーザルを策定した。 
3-4 研修後の HC スタッフを中心

とし、母子保健のコミュニティ活動

を強化する。 

地域保健活動については、モデルサイト内の状況にはばらつ

きがあり、地域保健活動が活発ではない OD（クロチュマー、

コンポンチャム OD）については、具体的な活動が思い浮かば

ないことが課題であると判明した。また、チャムカールーOD
については、NGO が独自にコミュニティの活動を行っている

ことから、OD 保健行政官の地域保健に対する主体性が乏しい

ことも明らかとなった。これらより、まずは、地域保健活動

の活発であるスレイセントーOD を見学に行く計画とした。

2008 年３月、スレイセントーOD へのスタディーツアーを実

施。PHD,NMCHC,OD 行政官らが、見学し地域保健活動活性化

のためのヒントを得た。2008 年６～８月にかけて、モデルサ

イト行政区内において、地域との連携のよい保健センターに、

他の保健センタースタッフが来訪する行政区内スタディーツ

アーを実施した。 
3-5 HC スタッフとコミュニティ

による協働モデルを検証し、モニタ

ーする。 

スレイセントーOD へのスタディーツアー、さらに各々の OD
内でのスタディーツアー以後、いくつか、地域との連携強化

のための活動が生まれている。（詳細については、阿部専門家

業務完了報告書） 
3-6 協働モデルの事例集を作成す

る。 
<今後の活動> 

3-7 モデルサイトの経験を共有す

るワークショップを実施する。 
運営指導調査中に、これまでの実績確認のワークショップ

を実施した。対象者を増やした大型のワークショップは、

今後に計画予定  
成果４．NMCHC が地域の実情を把握し、国家プログラムに反映させる。 

4-1 母子保健関連ワーキンググ

ループの活動に参加する。 
⇒ 項目３ 「成果４に関連する実績」 参照  
当プロジェクトの C/P が議長もしくは事務局となっている５つ

の母子保健分野作業部会兼ドナー調整会合に専門家も参加し、

議長を側方支援し、技術的見地より助言を行った。特に、母子

保健ドナー調整会合・作業部会（MCH Sub TWG）においては、

調査報告の共有や議題提供を行っており、当プロジェクトは中

心的な役割を担っている。 
4-2 プロジェクトの活動に関し

て母子保健関係者に報告する。 
⇒ 項目 3. 「成果４に関連する実績」 参照  
C/P や開発パートナーに依頼され、母子保健関連の報告書を作

成、もしくは、ガイドラインや研修マニュアルへのコメント付

けを行った。 
C/P から依頼され、８つの開発パートナーに対して、17 回の面

会と情報提供を行った 
4-3 妊産婦死亡・疾病に関する情

報を収集する。 
2007 年５～８月、プロジェクトにおいて妊産婦死亡・疾病オー

ディット調査を実施、調査結果がインプットとなり、第１回国

家レベル妊産婦死亡オーディット委員会が、（全国での本プログ

ラム開始後３年目にして初めて）開催された。2007 年 12 月、

当プロジェクトの提言を織り込んだ形で、本プログラムの改善
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点が合意された。今後、当プロジェクトの提言に基づき、実施

プロトコールやデータ収集調査票の見直しが行れる見込みであ

る。 
4-4 プロジェクトで作成したガ

イドライン及び事例集を認定・配

布する。 

<今後の活動> （一部、すでにドラフトあり ） 
⇒ 詳細は、項目 5．「成果品とプロセス成果品」参照 

4-5 SBA 支援に関するセミナー

会議を開催する。 
<今後の活動> 

 

 

 

 

1. プロジェクトの主な事業（C/P との定期会合を除く）  
 

表１．プロジェクトにおける主な事業 参照 
 プロジェクト活動に関連し、これまで 48 回のワークショップ・会合・研修等の事業を実施した。

これらの機会には、C/P 側の主体性を尊重したプレゼンテーションの機会としたり、専門家より

指導を行ったりした。これらワークショップ内においては、C/P の分析能力を向上させるよう留

意した。 
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関
係

者
、

母
子

保
健

行
政

関
係

者
、

国
立

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

J
I
C
A
、

N
M
C
H
C

U
S
$
5
,
4
2
0
.
5
0

3
3
月

1
5
日

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー
長

の
理

解
と

支
援

に
関

す
る

現
状

分
析

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
N
M
C
H
C

J
I
C
A
,
 
I
M
C
J
 
M
r

D
O
I

N
M
C
H
C
　

T
O
T
　

2
名

を
対

象
J
I
C
A

4
3
月

の
4
週

間
保

健
セ

ン
タ

ー
助

産
師

技
能

研
修

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
　

T
O
T

2
0
名

　
こ

れ
ま

で
技

能
研

修
を

受
講

し
て

い
な

い
モ

デ
ル

サ
イ

ト
僻

地
の

准
助

産
師

1
6
名

が
主

な
対

象
、

他
N
G
O
や

C
M
A
よ

り
4
名

J
I
C
A
,
　

C
a
m
b
o
b
i
d
a
 
M
W

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
、

N
G
O

U
S
$
4
,
4
6
7
.
3
6

5
4
月

1
2
日

モ
デ

ル
サ

イ
ト

と
な

る
コ

ン
セ

ン
サ

ス
を

得
る

会
議

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
州

J
I
C
A
、

N
M
C
H
C

T
O
T

2
0
名

　
C
M
T
メ

ン
バ

ー
と

同
様

J
I
C
A

U
S
$
4
0
1
.
0
0

6
5
月

4
日

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

計
画

と
活

動
を

考
え

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

N
M
C
H
C

J
I
C
A

7
名

　
N
M
C
H
C
　

T
O
T

J
I
C
A

7
6
月

2
1
日

S
B
A
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

関
す

る
現

状
分

析
の

共
有

と
、

今
後

の
訪

問
調

査
を

計
画

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
N
M
C
H
C

J
I
C
A
,
 
N
M
C
H
C

T
O
T

7
名

　
　

T
O
T

J
I
C
A

8
6
月

2
8
日

地
域

保
健

活
動

の
現

状
分

析
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

N
M
C
H
C

J
I
C
A

8
名

　
T
O
T
、

N
R
H
P

J
I
C
A

9
6
月

2
9
日

第
一

回
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

合
同

調
整

委
員

会
（

J
C
C
）

N
M
C
H
C

保
健

省
次

官
2
0
名

　
J
C
C
メ

ン
バ

ー
J
I
C
A

U
S
$
3
7
4
.
0
0

1
0

7
月

30
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

保
健

活
動

調
査

結
果

を
分

析
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

N
M
C
H
C

J
I
C
A

T
O
T
、

N
R
H
P

J
I
C
A

1
1

8
月

23
日

新
生

児
ケ

ア
専

門
家

調
査

結
果

を
分

析
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

N
M
C
H
C

J
I
C
A

T
O
T
、

N
R
H
P

J
I
C
A

1
2

8
月

29
日

妊
産

婦
施

設
ベ

ー
ス

オ
ー

デ
ィ

ッ
ト

調
査

結
果

を
国

立
母

子
保

健
セ

ン
タ

ー
臨

床
医

に
対

し
報

告
す

る
会

N
M
C
H
C

J
I
C
A

1
0
名

　
N
M
C
H
C
 
臨

床
ス

タ
ッ

フ
、

T
O
T
、

P
r
o
f

K
a
n
a
l

J
I
C
A

1
3

9
月

27
日

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

結
果

共
有

会
議

N
M
C
H
C

J
I
C
A

N
M
C
H
C

J
I
C
A

1
4

1
0
月
1
日

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

結
果

を
分

析
し

、
今

後
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
介

入
詳

細
を

考
察

す
る

会
N
M
C
H
C
?

J
I
C
A

C
M
T
メ

ン
バ

ー
J
I
C
A

1
5

1
1
月
5
日

成
果

3
に

関
す

る
活

動
を

O
D
側

が
自

ら
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
と

し
て

考
え

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

N
M
C
H
C

J
I
C
A

C
M
T
メ

ン
バ

ー
J
I
C
A

2
0
0
7
年

表
１

．
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

主
な

事
業

 
 

 
 

 
 

 
 

（
な

お
、

C
/P

側
も

し
く

は
他

団
体

と
コ

ス
ト

分
担

を
し

た
事

業
に

つ
い

て
は

、
グ

レ
ー

部
分

参
照

）
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1
6

1
1
月

5
-
1
5
日

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

技
術

交
換

研
修

（
助

産
師

支
援

体
制

と
母

子
地

域
保

健
活

動
）

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

ジ
ャ

カ
ル

タ
、

中
央

ジ
ャ

ワ
州

J
I
C
A
当

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
受

け
入

れ
は

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

保
健

省

5
名

の
カ

ン
ボ

ジ
ア

C
/
P

J
I
C
A

U
S
$
8
,
1
1
0
.
4
8

1
7

1
1
月

2
6
日

-
1
2
月

6
日

マ
ダ

ガ
ス

カ
ル

技
術

交
換

 
受

け
入

れ
N
M
C
H
C
、

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
州

受
け

入
れ

N
M
C
H
C
　

T
O
T
部

門

4
名

　
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
保

健
省

ス
タ

ッ
フ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
調

整
員

1
名

マ
ダ

ガ
ス

カ
ル

　
技

プ
ロ

側
予

算

1
8

2
0
0
7
年

1
2
月

-
2
0
0
8
年

１
月

保
健

セ
ン

タ
ー

　
助

産
師

技
能

研
修

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
　

T
O
T

2
0
名

　
モ

デ
ル

サ
イ

ト
対

象
地

域
の

保
健

セ
ン

タ
ー

助
産

師
と

、
新

卒
准

助
産

師
を

対
象

（
新

卒
准

助
産

師
の

み
2
ヶ

月
コ

ー
ス

、
他

助
産

師
は

4
週

間
の

通
常

の
助

産
師

研
修

）

J
I
C
A
、

N
G
O
 
R
A
C
H
A

U
S
$
6
,
4
9
9
.
9
0

1
9

1
2
月
2
5
日

各
専

門
家

の
活

動
報

告
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

の
進

捗
確

認
、

研
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

策
定

委
員

会
を

立
ち

上
げ

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

N
M
C
H
C

J
I
C
A

7
名

J
I
C
A

2
0

1
2
月
2
5
日

-
2
0
0
8
年

3
月

　
週

に
1
回

ペ
ー

ス
、

合
計

1
5
回

の
「

研
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

策
定

委
員

会
」

　
定

例
会

合
　

N
M
C
H
C

ス
タ

ッ
フ

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
　

T
O
T

7
名

J
I
C
A

2
1

1
月

2
1
-
2
4
日

ア
フ

ガ
ン

第
三

国
研

修
　

受
け

入
れ

N
M
C
H
C
、

K
g

C
h
a
m
州

受
け

入
れ

N
M
C
H
C
　

T
O
T
部

門

ア
フ

ガ
ン

　
リ

プ
ロ

ヘ
ル

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
６

名
と

専
門

家
1
名

、
J
I
C
A
ア

フ
ガ

ニ
ス

タ
ン

所
員

1
名

、
　

　
　

　
　

受
け

入
れ

た
の

は
、

国
立

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

研
修

部
　

7
名

ア
フ

ガ
ン

リ
プ

ロ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
側

予
算

　
国

立
母

子
保

健
セ

ン
タ

ー
が

　
J
I
C
A
カ

ン
ボ

ジ
ア

事
務

所
よ

り
委

託
さ

れ
実

施
（

契
約

金
額

:
 
U
S
$
 
3
,
8
5
0
）

2
2

2
月

2
9
日

ス
レ

イ
セ

ン
ト

ー
行

政
区

に
お

け
る

す
べ

て
の

レ
ベ

ル
の

C
/
P
に

よ
る

ス
タ

デ
ィ

ツ
ア

ー
（

地
域

保
健

活
動

の
視

察
と

協
議

）

ス
レ

イ
セ

ン
ト

ー
O
D

ス
レ

イ
セ

ン
ト

ー
O
D

参
加

者
3
0
名

　
　

C
M
T
メ

ン
バ

ー
　

、
ス

レ
イ

セ
ン

ト
ー

O
D
の

保
健

ス
タ

ッ
フ

、
行

政
ス

タ
ッ

フ
、

保
健

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

J
I
C
A

U
S
$
5
7
6
.
0
0

2
3

3
月

1
3
　

日
K
g
 
C
h
a
m
州

　
州

内
助

産
師

大
会

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
P
H
D

K
g
 
C
h
a
m
 
P
H
D

約
1
3
0
名

　
K
g
 
C
h
a
m
州

内
の

助
産

師
（

病
院

、
レ

フ
ァ

ラ
ル

病
院

と
も

）
　

を
対

象
と

し
、

州
保

健
局

が
実

施
。

　
分

娩
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
受

領
で

き
る

S
B
A
定

義
の

周
知

徹
底

、
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
診

療
の

法
的

側
面

等
の

周
知

J
I
C
A

U
S
$
3
,
2
3
0
.
0
0

2
4

3
月

2
5
日

ス
レ

イ
セ

ン
ト

ー
行

政
区

に
お

け
る

自
転

車
供

与
式

典
ス

レ
イ

セ
ン

ト
ー

O
D

ス
レ

イ
セ

ン
ト

ー
O
D

約
8
0
名

　
　

ス
レ

イ
セ

ン
ト

ー
保

健
行

政
区

行
政

官
、

保
健

セ
ン

タ
ー

長
、

保
健

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
州

保
健

局
J
I
C
A

2
5

4
月

2
1
-
2
5
日

M
C
T
コ

ー
ス

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
 
　

T
O
T

対
象

者
1
3
名

　
　

K
g
 
C
h
a
m
州

保
健

局
　

行
政

官
、

　
モ

デ
ル

サ
イ

ト
４

つ
の

行
政

区
の

母
子

保
健

担
当

官
　

実
施

は
、

国
立

母
子

保
健

セ
ン

タ
ー

研
修

部
　

7
名

J
I
C
A

U
S
$
1
,
4
0
8
.
5
0

2
0
0
8
年
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2
6

5
月

2
日

M
C
T
　

評
価

会
N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
　

T
O
T

7
名

　
N
M
C
H
C
　

T
O
T

J
I
C
A

U
S
$
3
9
.
0
0

2
7

6
月

1
6
日

J
I
C
A
マ

ル
チ

バ
イ

ス
キ

ー
ム

に
よ

る
緊

急
産

科
機

材
供

与
　

供
与

式
典

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
 
N
R
H
P

約
9
0
名

名
　

　
全

国
の

全
州

州
レ

ベ
ル

行
政

官
、

レ
フ

ァ
ラ

ル
病

院
産

科
病

棟
ス

タ
ッ

フ
J
I
C
A
、

N
R
H
P
（

花
な

ど
の

消
耗

品
の

一
部

）
U
S
$
3
,
5
2
7
.
0
0

2
8

6
月

1
6
日

チ
ャ

ム
カ

ー
ル

ー
行

政
区

に
お

け
る

ス
タ

デ
ィ

ー
ツ

ア
ー

チ
ャ

ム
カ

ー
ル

ー
O
D

B
o
s
k
h
n
o
r
保

健
セ

ン
タ

ー

チ
ャ

ム
カ

ー
ル

ー
O
D

4
0
名

J
I
C
A

U
S
$
5
0
4
.
2
0

2
9

6
月

2
3
-
2
7
日

第
１

回
　

M
A
T
コ

ー
ス

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
 
州

都
の

ホ
テ

ル

N
M
C
H
C
　

T
O
T

と
、

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
州

側
助

産
師

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

タ
ー

対
象

者
　

2
1
名

、
　

K
g
 
C
h
a
m
州

　
州

保
健

局
行

政
官

、
４

つ
の

行
政

区
母

子
保

健
行

政
官

、
レ

フ
ァ

ラ
ル

病
院

S
B
A

J
I
C
A

U
S
$
4
,
6
2
6
.
4
0

3
0

7
月

9
日

ク
ロ

チ
ュ

マ
ー

行
政

区
に

お
け

る
行

政
区

内
ス

タ
デ

ィ
ー

ツ
ア

ー

ク
ロ

チ
ュ

マ
ー

O
D
　

P
a
s
 
P
i

H
C

ク
ロ

チ
ュ

マ
ー

O
D

2
9
名

　
　

O
D
ス

タ
ッ

フ
、

保
健

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

、
保

健
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
J
I
C
A

U
S
$
4
8
7
.
5
0

3
1

7
月

1
0
-
1
1
日

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
行

政
区

に
お

け
る

行
政

区
内

ス
タ

デ
ィ

ー
ツ

ア
ー

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
O
D
　

P
r
e
k

K
o
k
　

保
健

セ
ン

タ
ー

、
P
e
a
m

P
r
a
 
T
h
n
u
o
s
保

健
セ

ン
タ

ー

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
O
D

1
日

目
4
6
名

、
2
日

目
2
9
名

　
O
D
ス

タ
ッ

フ
、

保
健

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

、
保

健
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
J
I
C
A

U
S
$
8
9
6
.
0
0

3
2

8
月

4
-
8
日

　
　

第
２

回
　

M
A
T
コ

ー
ス

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
州

都
の

ホ
テ

ル

N
M
C
H
C
　

T
O
T

と
、

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
州

側
助

産
師

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

タ
ー

対
象

者
　

2
0
名

　
K
g
 
C
h
a
m
州

　
州

保
健

局
行

政
官

、
４

つ
の

行
政

区
母

子
保

健
行

政
官

、
レ

フ
ァ

ラ
ル

病
院

S
B
A

J
I
C
A

U
S
$
5
,
3
0
9
.
9
0

3
3

8
月

2
1
日

ス
レ

イ
セ

ン
ト

ー
行

政
区

に
お

け
る

行
政

区
内

ス
タ

デ
ィ

ー
ツ

ア
ー

ス
レ

イ
セ

ン
ト

ー
O
D
　

S
d
a
o

保
健

セ
ン

タ
ー

ス
レ

イ
セ

ン
ト

ー
O
D

6
2
名

　
　

O
D
ス

タ
ッ

フ
、

保
健

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

、
保

健
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
J
I
C
A
、

昼
食

代
金

は
S
d
a
o
　

保
健

セ
ン

タ
ー

側
の

負
担

U
S
$
3
8
9
.
3
0

3
4

9
月

1
6
日

ク
ロ

チ
ュ

マ
ー

行
政

区
に

お
け

る
地

域
と

の
活

動
を

開
始

す
る

K
i
c
k
 
o
f
f
会

合

ク
ロ

チ
ュ

マ
ー

O
D
　

P
a
s
 
P
i

H
C

ク
ロ

チ
ュ

マ
ー

O
D

約
3
0
名

　
　

O
D
ス

タ
ッ

フ
、

保
健

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

、
保

健
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ク

ロ
チ

ュ
マ

ー
行

政
区

3
5

1
0
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2．CMT：Counterpart  Monitoring Team プロジェクトモニタリングメカニズム  
 
実務レベル C/P と専門家の月例定期会合であり、プロジェクトのモニタリングメカニズムとな

っている。2007 年 6 月、第１回 JCC において承認、策定された。プロジェクトの実働レベルのカ

ウンターパート 12 名と専門家が月に一度、原則としてコンポンチャム州保健局において面会し、

プロジェクト進捗をモニターしている。 
具体的には、CMT において１）異なるレベルの C/P が、プロジェクト活動について報告し情報

共有を行う、２）異なるレベルが関連するプロジェクト活動（研修やワークショップ等）につい

て、実施可能な方法を探るために協議する、等を行っている。本会合自体は、プロジェクト期間

のみに実施される時限的会合である。もともと、国立センター、州保健局、行政区保健局間の情

報ギャップが大きく対話の機会が少ないのが背景であることから、CMT において全ての保健行政

レベルの対話が可能となっており、異なるレベル間の意思疎通改善に有効に機能している。 
CMT 実施概要については、表２を参照。 
 
表２ CMT: Counterpart  Monitoring Team の実施概要 

 開催年月日 参加者数 内容 
第 1 回 2007 年 7 月 26 日 18 名 自己紹介、JICA より CMT の目的説明、技プロ活動計画概

要説明 
第 2 回 2007 年 8 月 30 日 8 名 協議（助産師の適切な労働環境とは？）、ベースライン調

査結果の途中結果発表 
第 3 回 2007 年 10 月 5 日 15 名 ベースライン調査結果最終報告、今後の活動に係る協議 
第 4 回 2007 年 10 月 16 日 15 名 成果１と２に関する活動（レファラル病院助産師、および

母子保健行政官を対象としたヘルスセンター助産師支援

のための研修）に係る協議 
第 5 回 2007 年 12 月 14 日 17 名 成果３に関する活動（OD 独自で展開可能な小規模活動、

とくに地域と保健センターの連携を強める活動）に関する

協議、インドネシア技術交換研修報告 
第 6 回 2008 年 1 月 30 日 13 名 成果１，２，３の活動に関する協議 
第 7 回 2008 年 3 月 27 日 19 名 成果１，２，３の活動に関する協議、供与機材（分娩キッ

ト、事務機器）の配布方法についての協議 
第 8 回 2008 年 5 月 30 日 15 名 NMCHC より MCT の報告、NMCHC/PHD/OD すべてのレ

ベルで MAT 開催に向けた準備協議、OD より供与機材の利

用状況に関してのモニタリング結果報告、HC 訪問ツアー

についての計画説明・協議 
第 9 回 2008 年 8 月 15 日 15 名 ３OD より OD 内の HC を訪問するスタディーツアー報告

（成果３活動３に関連）、NMCHC より MAT の報告、JICA
よりプロジェクト全体の進捗状況の説明 

第 10回 2008 年 9 月 26 日 20 名 1OD より OD 内の HC を訪問するスタディーツアー報告

（成果３活動３に関連）、新巡回指導の実施事前協議、OD
より MCT で策定された行動計画の実施進捗状況報告 

第 11回 2008 年 11 月 6 日 15 名 OD より AoP（年間計画）における母子保健コンポーネン

ト案の発表、NMCHC より新巡回指導の実施報告・協議、

JICA より中間評価の説明 
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3. 成果４に関連する実績について  
 

当プロジェクトの C/P が議長もしくは事務局となっている５つの作業部会兼ドナー調整会合に、

プロジェクト専門家も参加し、議長を側方支援し、技術的見地より助言を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

C/P から依頼され、８つの開発パートナーに対して、17 回の面会と情報提供を行った 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C/P や開発パートナーに依頼され、母子保健関連の報告書を作成、もしくは、ガイドラインや研

修マニュアルへのコメント付けを行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

国立母子保健センターのC/Pが議長もしくは事務局を担当している定例会議のうち、要請されJICA専門家が参加しているもの

1 MCH Sub TWG 母子保健ドナー調整会合兼作業部会
　国立母子保健センターの５つの母子保健プログラム代表と
母子保健に関わっている援助関係者・技術アドバイザーが
参加。2ヶ月に1回の実施、1回につき約30名が参加

2
High Level MW task force,
Secretariat High level MW task
force

ハイレベル助産師タスクフォース、ハイレベル助
産師タスクフォース事務局会合

前者は2ヶ月に1度、後者は前者の合間の月に開催される。

双方あわせて月に1度の開催。　助産師イシューに関して、
保健省の関係する多数の部局が集まり、多数の部門に関わ
る多年度計画を立案、実施をモニターする会議

3 CAC Working group Complehensive abortion care（包括的中絶ケ

ア）作業部会
不定期に開催される　NRHPとDFID　CACプログラムが主体

4 PPH Prevention Working Group Postpartum Hemorrhage 産後出血予防作業部

会
不定期に開催される　NRHPとACCESS、USAIDが主体

5 Newborn Care　Working Group 新生児ケア作業部会 不定期に開催される　NRHPとUNICEF、 ACCESSが主体

USAID 6回

Accessアドバイザー1回、産後出血予防に関してアフガニスタン人アドバイ

ザー、産後出血予防に関しての会合、　バンコクRegional Office担当官、USAID
本部からのミッション2回

WHO 2回
ジュネーブ　　リプロダクティブヘルス部、Global Monitoring surveyに関して、

助産師人材育成について

GAVI 2回

GAVI本部カンボジア担当者、GAVI代表に対して、当プロジェクトサイトにおけ

るGAVIとの連携について情報提供
UNFPA 2回 産科救急調査に関しての事前調査、助産師研修について情報提供を依頼された

URC 2回
新規に開始されるUSAID母子保健プロジェクトについての情報交換、AusAIDの
新規助産師案件についての意見とJICAのこれまでの助産師支援についての説明

UNICEF 1回 新生児ケアについて　JICAの既存調査からの情報提供を依頼された

BTC 1回

助産師卒前教育、人材育成についての問い合わせ、Kg Chamにおける助産師育

成についての助言を求められた

NSU大学教授 1回

オーストラリア（ニューサウスウェールス大学）教授　　AusAIDの母子保健関連プロポーザル

についてのコメントを依頼された

合計　17回

C/Pより依頼され、面会し情報提供した開発パートナーのミッションチーム、技術アドバイザー

C/Pや開発パートナーに依頼され、報告書へのコメント付け・もしくは報告書作成

1
2007年5月30日

Health partner
meeting

DFID, USAID, JICAの技術アドバイザーで合同文書を策定、施設分娩インセン

ティブ導入に対してのコメントと懸念について、Health partner meetingに提出

2
2008年3月6日

ACCESS, UNICEF,
MoHによる産後ケア

研修ガイドライン

Integrated postpartum care (in service training course for midwives) by ACCESS,
UNICEF, MoH に対するコメント付け

3
2008年4月4日 GTZ策定報告書

人材育成関連レポートに対するコメント付け　Draft Final Report Training Needs
Assessment, March 7 2008

4
2008年8月

ACCESS、産後出血

予防技術作業部会
ミソプロストール産後出血予防 プロポーザルについてのコメントを文章にて
回答
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開発パートナーや国家プログラムに対しての、当プロジェクト専門家からの主なインプットは以

下の通りである。 特に、母子保健ドナー調整会合・作業部会(MCH sub TWG)においては、議題・

調査結果提供に関して、当プロジェクトは中心的な役割を担っている。 
 

 

 

 

 

当プロジェクト専門家からの主なインプットについて　（母子保健関係者　－　国家プログラム、保健省、開発パートナー）

日付 会合名・報告書名 概要

1 2007年5月22日 MCH Sub TWG ACCESSが計画しているミソプロストールを自己内服する産後出血予防トライ

アルについて、考慮すべき事項についての文書を配布
2 2007年6月22日 MCH Sub TWG プロジェクト進捗を報告するニュースレターを配布

3 2007年8月17日 MCHSub TWG

プレゼンテーション実施。OR結果全国の母子保健行政官を対象とした質問紙調

査―母子保健行政官の属性、特徴、受けたことのある研修、母子保健サービス

のうちの得意不得意分野）をプログラムとドナーとで共有。小笠原短期専門家
による地域と保健センターの協働に関する報告書をMCH Sub TWGメンバーに配

布

4 2008年1月20日 MCH Sub TWG

施設分娩インセンティブが導入された以後、地方において新たに発生した問題
について報告した　（TBAが施設に入り、施設分娩として登録されている事例、
TBAに対して新規に研修が行われているが、技能面での改善はなく、むしろ白衣
を着だすなど害が懸念される事例、州によっては、独自の助産師基準を策定し
TBAを助産師として認定しようという動きがみれらる点）石原短期専門家の
SBA/TBA技能評価結果を紹介した

5 2008年2月7日
GAVI、JICA, USAID
合同ミッション

当プロジェクトOR結果（モデルサイトの母子保健サービスの状況、GAVIによる

収入の増加）をプレゼン提示

6 2008年3月4日
UNICEF　Newborn
health working group

Situation analysisに対して、当プロジェクト野田専門家の成果、JICA開発調査の

資料提供を行った。その結果、Draft Situation analysis of the newborn:Cambodia-
UNICEF, Feb2008 に、JICA報告書が多数引用され、当プロジェクト提供の写真が

採用された

7 2008年3月19日
国家プログラムと
DFID中絶プログラ

ム

永井専門家帰国報告会を　NMCHCのプログラム、DFIDの技術アドバイザーなど

に対して実施した。

8 2008年3月28日 MCH Sub TWG
MAC, MCTコースの説明とドラフトカリキュラムの配布、州レベルでの助産師大

会の経験の共有、永井専門家帰国時提言の報告　（OR：　保健センター職員の
Time and motion study結果

9 2008年7-8月

新助産師3年　卒前
教育カリキュラム
策定ワークショッ
プ

保健省人材育成部主催　急遽2009年から実施されることが決まった、「助産師3
年コース」のカリキュラムを策定するため、専門家とC/Pとで参加、新規カリ

キュラム策定について助言した

10 2008年7月11日 MCH Sub TWG

  MAT研修についての経験共有、マルチバイスキームによる帝王切開キット全国

配布の報告、GAVI HSSによるインセンティブにより母子保健サービスの変化に

ついて、専門家とC/Pとでプレゼンテーションを提示した　Update on project for
improving MCH service in rural areas in Cambodia  Dr Sothay,  Obara

11 2008年11月7日 GAVI
Dr Julian Lob-Levyt (GAVI　 Executive Secretary)　に対して、GAVI HSS　の進捗

状況、当プロジェクトによるサービスモニタリング結果　OR結果（保健スタッ

フの収入の増加、GAVIインセンティブの分配方法など）　について報告した
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5．成果品とプロセス成果物リスト  
 

11 のプロセス成果品が完成済み、現在、４つの成果品がドラフト段階であり、今後 1 年のうち

に、精錬の上、最終的に成果品とする予定である。他に「コミュニティ協働ガイドライン」「助産

師支援ガイドライン」を作成予定である。 
 

 タイトル 内容 言語
対応す
る成果

配布もしくはフィードバック先

1

Evaluation of training courses
at National Maternal and Child Health Center,
ToT Unit,  National Maternal and Child Health
Center & JICA Project for Improving MCH
Service in Rural Areas in Cambodia, February
2007

母子保健プロジェクトフェーズ１、フェー
ズ２で実施されてきた母子保健人材の質向
上を目指した研修事業の評価報告書

全文英
語、抄
録と提
言のみ
Kh

フェーズ２
と開発調
査時官調
査団員
TOR

国立母子保健センター10周年記念

式典、母子保健シンポジウムにお
いて幅広い関係者　約300人に配布

2 永井短期専門家　業務完了報告書の一部
（モデルサイト選定基準と選定理由）

コンポンチャム州の概要とモデルサイト保
健行政区の選定基準と選定理由

英文図
表、英
語プレ
ゼン

活動0 CMT, JCC

3 SBA支援体制全国レビュー報告書
SBA支援体制全国レビュー調査内容、既存の

モニタリングチェックリストなどのツール

日本語
一部英
語

成果2 NMCHCレベルC/P

4 ベースライン調査報告書, Sep 2007

関係者分析を含むベースライン調査報告
書、① 関連して、PDMベースライン指標早

見表、モデルサイト基本情報一覧表、今後
のプロジェクトの介入図

英語、
一部日
本語

成果
1,2,3

CMT、NMCHCレベルC/Pにプレゼ

ン提示

5 Results of the brief questionnaire survey: PHD
& OD MCH staff

全国の母子保健担当行政官の特徴について
の調査報告書

英語 成果4
母子保健ドナー調整会合メンバー
と調査結果を共有

6

１）地域保健活動分析報告書、２）STUDY
REPORT ON COMMUNITY ACTIVITY
ANALYSIS　FOR　PROJECT FOR
IMPROVING MATERNAL AND CHILD
 HEALTH SERVICE IN RURAL AREAS
IN CAMBODIA, August 2007

小笠原短期専門家：地域保健活動分析報告
書

英語、
日本語

成果3 英文報告書をMCH sub TWGメン

バーと調査協力機関に配布

7 Essential newborn care  services at HC level
in Cambodia

野田短期専門家：新生児ケア調査報告書の
うちの一部　図表とプレゼンーカンボジア
保健センター助産師が提供すべき必須新生
児ケア、新生児を対象とした介入、エビデ
ンス、ガイドライン、研修の対照表

英語 成果4

母子保健ドナー調整会合メン
バー、新生児ケア作業部会に配
布、UNICEF現状調査コンサルタン

トにより活用された

8

Report 　-　The Technical exchange program
between Indonesia and Cambodia- Supporting
Mechanism for Midwives ＆Community
Activities on Maternal and Child Health -

インドネシアにおける技術交換研修報告書
英語、
日本語

成果4
助産師ハイレベルタスクフォース
メンバーに報告、配布した

9 Case stories- Facility based maternal death
audit

施設ベース　妊産婦死亡、疾病オーディッ
ト（MDA）パイロット調査　－調査により

あきらかとなった死亡症例、疾病症例ケー
スストーリー、　MDA調査結果プレゼン

テーション

英語 成果4

国立母子保健センター臨床部門の
医師に対して、死亡症例の実態に
ついてのプレゼンテーションを提
示、改善法につき協議

10 Results: Interview and Skills check of “Non-
professional birth attendants” at a model site

石原専門家：　TBAの技能レベル実態につい

ての図表と概念図
英語 成果4

母子保健ドナー調整会合メンバー
と調査結果を共有、分娩インセン
ティブの課題について理解され、
実態解明調査を行う提言が採択さ
れた

11 OD action list for community collaboration 阿部専門家：　地域協働活動にたいしてOD
が実施可能なアクションリスト

英語,Kh 成果3
運営指導調査団来訪時の進捗確認
ワークショップにて、PHD,ODレベ
ルC/Pに提示した

1 Draft - MCT course curriculam and training
resources package

MCTコースカリキュラム　　レファランス

セット、講義資料セット
英語
Kh

成果
１,2

2
Draft- MAT course curriculam andtraining
resources package

MATコースカリキュラム（第2回実施時　7月
25日版、レファランスセット、講義資料

セット

英語
Kh

成果
１,2

3 Draft - New supervision mechanism and tools
新型巡回指導　－　実施体制と　実施のた
めのツール　（チェックリスト）　ドラフ
ト

英語
Kh

成果2
2008年10月に新巡回指導を実施、11月
に効果確認のための調査を実施

4
Draft-　１）　Review of Maternal Death Audit
Program in 　Cambodia,　２）First step -
Facility Based Maternal Death Audit

NRHPが全国で実施している妊産婦死亡オー

ディット（MDA）プログラムについて：

１）全国における進捗と現状の調査　２）
施設ベースのMDAパイロット調査フィー時

びりティースタディー、　結果プレゼン
テーション、調査報告書ドラフト

英語 成果4

この報告書が契機となり2007年12
月に国レベルMDA委員会第１回が

開催されるに至った。　さらにこ
の際の提言がきっかけとなり、
2008年11月、国レベルMDA委員会

第２回が開催され、施設ベース
MDAを全国の施設で行う方向性の

提言が出された

現在ドラフト段階であり、今後1年内に完成させる成果品

運営指導調査時に、MCATコース（仮
称）として、全国対象のあらたな研修カリ
キュラムに統合整理することがC/P側と
合意された
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6．進捗に影響を及ぼした要因  
 

1）助産技能レベルの低い新卒助産師への対応：  
 カンボジア国において 2006 年に開始された新准助産師卒前教育 1 年コースの初の卒業生が

2007 年から配置されだした。本コースは、助産師の数の増加を目的とした速成教育であり、

カリキュラムや卒前教育の質の低さは、各種報告書により指摘されている。プロジェクト開始

半年後、2007 年 7 月に全国で約 200 人が政府職員として雇用されることとなった。当プロジ

ェクトモデルサイトにおいても、8 人の新卒助産師が雇用された。しかしながら、これら准助

産師は、即戦力として母子保健サービスを提供できる技能レベルにはないことが当プロジェク

トのベースライン調査により明らかとなった。モデルサイトにおいて質の低い母子保健サービ

スへのアクセスを増やすわけにはいかず、新卒准助産師に対して技能研修を実施するに至った。

NMCHC では、通常の保健センター助産師には 4 週間の研修を実施している。上記、新准助産

師は、技能レベルが低いため、通常の 4 週間のほかに、さらに 4 週間の実技実習期間が必要で

あった。この結果、少なくとも、モデルサイトに配置された准助産師は、母子保健サービス提

供が可能となった。（1 年に 200 人の准助産師が卒業し、配置されているため、このような濃

密な卒後助産師教育をすべての新卒助産師に実施することは困難であり、あくまで、上記はパ

イロット事業の位置づけとし、この事業から得られた知見については、保健省人材育成部に報

告をした。） 
 
2）「SBA による施設分娩に対する報奨金」省令実施への対応：  

 2007 年４月に発布された本省令は、10 月頃より、実施されだした。実施上、弊害と混乱が

大きく、当プロジェクトで推進しようとしている SBA による分娩のみならず、TBA による施

設分娩までも推奨する結果となっていた。このため、SBA の定義の混乱について NRHP やド

ナー調整会合に報告。SBA 定義の再確認、全国への周知を NRHP が実施するよう促した。な

お、プロジェクトとしては、少なくともコンポンチャム州レベルにおいて、SBA による分娩

が徹底され、TBA を施設に招き入れての分娩が報奨金の対象とならないことを周知徹底する

よう州レベルを支援した。（州レベルが発案した助産師大会の開催を支援） 
 
3）2008 年下半期で使わねばならない研修予算 1 年分の突然の執行、それに伴う国立母子保健セ

ンター研修部 C/P の多忙 
 カンボジア保健省の予算年度は 1 月から 12 月までである。通常、国立センターの年次計画

に対して予算執行が確定するのは、5-6 月である。NMCHC 研修部に対して、2008 年 5 月にな

り、政府からの研修予算 1 年分が執行されることが判明した。実質半年で、１年分の通常研修

関連事業（３回の保健センター助産師研修、２回の院内 ToT 研修、全国対象の巡回指導、他）

を実施することとなった。このため、NMCHC の C/P は、5 月以後、非常に多忙となり、地方

でのプロジェクト活動の指導とモニタリングへの参加度は低く、CMT、新巡回指導などの最

低限必要な活動の実施に留まった。したがって MCT/MAT 研修の影響についても十分なフォ

ローアップができていない。プロジェクト専門家が地方のモニタリングをし、NMCHC レベル

の C/P に報告を行う形で対処せざるをえなかった。 
 通常の研修事業というのは、過去の JICA 母子保健プロジェクトで策定した研修であること
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より、過去のプロジェクトから見た場合は、保健省側コミットメントにより研修事業継続が可

能となっている、ともいえる。しかしながら、１年分の研修関連事業計画に対する予算を半年

で使わざるを得ないという、保健省のもともとの予算執行の遅れ、予算執行総額の不確実性に

より、研修部として年間活動計画を立てることは困難で、したがって、事前にプロジェクト活

動と調整することも困難である。対処法としては、政府予算が来ることのない、2009 年 1-4
月にプロジェクト活動を集中させるというのが一案であると考えている。 

 

7．NGO や開発パートナーとの連携、インパクト  
 

1）UNICEF による当プロジェクト新生児ケア短期専門家による調査結果活用 
 UNICEF は、2008 年に新生児ケア現状調査を実施した。この際、当プロジェクト新生児ケ

ア短期専門家の調査結果が活用され、UNICEF の報告書に引用された。 
 
2）新規助産師 3 年卒前教育への MAT コースの一部が導入される 

 2009 年に、新規に助産師 3 年制卒前教育が開始される予定である。2008 年 7-8 月に、新助

産師 3 年制卒前教育カリキュラム概要が策定された。この際、専門家と C/P が保健省人材育成

部が開催する会合に招かれた。この結果、当プロジェクトで策定した MAT コースの一部の講

義（産科リファラルシステム、母子保健システム）が卒前助産師教育内の講義に、導入される

こととなった。 
 
3）GAVI HSS カンボジアの実施状況について GAVI 本部への情報提供 

 当プロジェクトにおける母子保健サービス量、保健スタッフに対するインセンティブ増加な

ど、プロジェクトとしてのモニタリング結果が、同時に GAVI HSS スキームのモニタリングと

なっていることより、GAVI 側から興味をもたれることとなった。2008 年に、GAVI 本部担当

者や GAVI 代表がカンボジアを来訪した際に、当プロジェクトから報告を行った。（当プロジ

ェクトからの報告をジュネーブに来訪の上、GAVI に対して行っては如何か、との打診があっ

たものの、プロジェクト活動を優先する都合上、報告機会の提案について受け入れることはで

きなかった。） 
 

4）NGO シェアとの連携 
 当プロジェクトモデルサイトの一つであるスレイセントー保健行政区は、日本の NGO シェ

アが、2008 年 12 月まで 9 年来、地域保健強化のための支援を実施した。（JICA 草の根事業） 
 シェアが活動を終了する以前より、当プロジェクトの活動と期待される成果について、情報

共有をするなど、連携を図った。さらに、シェアの長年の活動からの教訓を抽出の上、当プロ

ジェクトにおいて活用している。具体的には、1）地域保健短期専門家がシェアの担当者に地

域保健に関してインタビューを実施する 2）シェア支援の成果として地域保健活動が活発で

あるスレイセントー保健行政区へのスタディーツアーを実施し、地域保健活動が活発ではない

他のモデルサイトの行政官が来訪。NGO シェアの支援で策定されたスレイセントーOD にお

ける地域保健モデルを他のモデルサイトでの参考とするなど。 
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8. JICA 事業への協力  
１） 研修受け入れ 

- マダガスカル技術交換 
- アフガニスタン第三国研修 

これらを国立母子保健センター研修部が受け入れる際に、プロジェクト専門家より支

援した。 
 
２）開発調査 

2007 年 1-4 月まで、開発調査（母子保健向上のための調査）の実施する各種ワークショッ

プ、ステアリング会議、関連の TV 会議等に参加、1－7 月は、開発調査の各種報告書に対

するコメント付けを実施し、主に技術面より協力した。 
 

３）マルチバイスキームによる産科救急機材供与 
- 本機材供与の際に、供与式典について本プロジェクトから予算支援を行った。  
- また NMCHC 側 C/P の計画立案、スペック検討、JICA 事務所との連絡などについて支

援と助言を行った。 
 

４）他 
コンポンチャム無償案件、プログラム化のためのコンサルタント、など、JICA 事業のうち

保健分野に関わる案件について、技術的見地より助言を行った。 
 

9. 広報促進活動  
- プロジェクトパンフレット（英語、日本語、クメール語）を作成の上、全国の母子保健

行政担当官、プロジェクト来訪者等幅広い関係者に配布した。 
- プロジェクトのインターネットサイト（日本語）コンテンツの作成、公開に至り、10 回

更新した。 
- プロジェクト関係者（JICA、カンボジア内の JICA 保健プロジェクト、JOCV、NGO、WHO

アドバイザー等の日本人）に対して電子メールベースのプロジェクト活動報告を毎月発

行した。（11 月までの過去発行回数 24 回） 
- 母子保健ドナー調整会合において、プロジェクト Update ニュースを配布した。 
- ヘルスメッセンジャーvol 31 新生児ケア特集号の配布に協賛した 

 PSP というローカル NGO が作っている雑誌であり、全国のすべての保健センターに配

布され、かつ知識のモニタリング調査も実施されている。当プロジェクトからは、USAID, 
BASICS と並び、3000 ドルの資金拠出を行い、印刷と配布費用に協賛した。また、当プ

ロジェクト専門家が編集委員として新生児ケアに関する技術面について助言した。 
- TV 取材への協力－現地 TVK というテレビ局による、JICA 事業紹介の取材を受けた 
 

当プロジェクト関連記事 掲載リスト 
- 2008 年 6 月 10 日 東京新聞 感染症に克つ（上）  東南アジアの現状 
- JICA Monthly7 月号 未来永劫に続く安全なお産を  
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- 2008 年 7 月 7 日 国際保健協力の現状取材プレスツアー カンボジア・ベトナム訪問

(2008 年 4 月 20－27 日) 報 告（財）日本国際交流センター・世界基金支援日本委員

会事務局 

 
10. 来訪者  
 1 年 10 ヶ月間 → 44 団体・個人合計 271 人を受け入れた。詳細は、表３参照。 

JICA カンボジア事務所職員除く 
業務上規定されている母子保健分野関係者（開発パートナーや技術アドバイザーを除く） 

表３

来訪者リスト　JICAカンボジア　地域における母子保健サービス向上プロジェクト　

（プロジェクト開始2007年1月より、2008年11月までの　1年10ヶ月）

No 日付 訪問団体名、訪問者名 人数

1 2007年2月20日

JICA保健医療人材育成プロジェクト　中間評価団　（JICA人間開発部第3グループ長
他）、国立国際医療センター国際医療協力局　派遣協力第一課課長　建野正毅  （厚生
労働省　委託研究「17指1海外拠点を活用した共同研究と人材養成に関するパイロットス
タディ」）

3

2 2007年3月4日-15日
国立国際医療センター　国際医療協力局看護師　土井正彦  （厚生労働省　委託研究
「18公6開発途上国で実施可能な母子保健の継続ケアシステムの構築に関する研究」）

1

3 2007年5月3日 国立国際医療センター国際医療協力局　派遣協力第二課課長 仲佐保 1
4 2007年5月30日 特定非営利活動法人　TICO（便宜供与依頼あり） 2
5 2007年6月5日 地元政府系テレビ局TVKによるプロジェクト活動についての取材 3

6 2007年6月8日
JICA金子理事、　JICA本部地域部アジア一部管理チーム職員、JICA本部地域部カンボ
ジア担当、外務省ODAモニタリング予備調査、JICAカンボジア事務所スタッフ4名

4

7 2007年8月8日 NGO　 People Hope Japan 2
8 2007年8月20日 民間ODAモニター　（主に教員と高校生） 20
9 2007年8月20日 NGOシェア　スタディーツアー、引率　NGOシェア　佐藤さん、林さん 20

10 2007年8月22日
JICA 四国支部　佐々木四国支部長、 　深田JICA四国支部、
原口企画調整員　（便宜供与依頼 )

2

11 2007年8月31日

国立国際医療センター国際医療協力局　派遣協力第二課課長 仲佐保、現　介護老人
保健施設デンマークイン新宿（元カンボジア母子保健プロジェクトフェーズ１リーダー）山田
多佳子、現　初台リハビリテーション病院病院長（元カンボジア保健省アドバイザー）木下
牧子

3

12 2007年9月10日
JICAタイHIV/AIDS　RCCプロジェクト　終了時評価
小川正純次長、竹内清佳所員（JICAタイ事務所）、牧野千明調整員（RCCプロジェクト）、
Wiral Kamsrichan（AIHD次長）、他

6

13 2007年9月11日
大阪大谷大学、立命館大学　学生、引率　長須政司教授、岡島克樹講師　（便宜供与依
頼）

22

14 2007年9月6日-25日
江口えり　（UCLA大学院生、国際保健医療学会学生部会紹介　マッチング　システムに
よるプロジェクトインターン実習）

1

15
2007年9月12日-16
日

大岐真央子（福島県立南会津病院、外科医）、渡部幸（福島県只見町立国保
朝日診療所、看護師）

2

16 2007年9月25日
小西伸幸らチーム長JICA本部アジア一部　第2グループ　東南アジア第三チーム（カンボ
ジア、ベトナム）チーム長

2

17 2007年10月30日 名古屋大学医学部学生、引率　明石秀親　准教授　（便宜供与依頼） 4
18 2007年11月1日 京都府立医大看護学部4年　藤岡亜樹　（便宜供与依頼） 1

19 2007年11月7日
マレーシアJARCOMミッション　　カンボジアの助産師等卒前教育の教員に対する第三国
研修立案に際しての情報収集

4

20 2008年1月15日 鈴木博　専門家　（カンボジア経済財務省） 1

21 2008年1月21日
岡村昭夫　JICA本部アジア一部　第2グループ東南アジア第三チーム（カンボジア、ベト
ナム）チーム長　　（JICAカンボジア事務所所員が母子保健センター内を案内）

2
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23 2008年2月7日

GAVI – JICA -USAID ミッションチーム　 Mr Craig Burgess (Senior programme officer,
technical and policy office, GAVI alliance), Mr Dirk sellers (Senior Director, GAVI
Alliance),  Maria Francisco (senior Technical advisor, Child Health, Office of health,
infectious diseases and nutrition, USAID) Mr Eiichi Shimizu (Program officer,
external relations office, GAVI) 　　杉下智彦　国際協力専門員(人間開発部課題アドバ
イザー) 、佐藤祥子企画調査員

5

24 2008年3月3日-22日
国立国際医療センター　小児科副看護師長　塩川加緒里（国立母子保健センター、国立
国際医療センター　交換プログラム）

1

25 2008年3月14日 鳥取大学医学部国際保健友の会　医学生看護学生（便宜供与依頼あり） 6
26 2008年3月17日 滋賀大学医学部　国際保健地域保健サークル 8

27 2008年3月18日
財務省主計局　外務経済協力弟１係担当　西村明彦係長、　榎本隆主計官補佐、外務
省国際協力局　無償資金・技術協力課　板垣克巳課長補佐、事務所長

3

28 2008年3月21－23日
国立国際医療センター国際医療協力局　遠藤弘良局長　建野正毅　派遣協力課第二課
長　（国内支援委員会による運営指導調査）

2

29 2008年4月23日
国際保健協力の現状取材プレスツアー　カンボジア・ベトナム訪問　日本の新聞各社代
表6名（産経、読売、朝日、毎日、日経、東京）、日本国際交流センター2名

8

30 2008年5月2日
日本青年会議所医療部会（部会長　田中　勝寛、運営専務　中村太一、45周年特別会
議副議長　西本　誠、看護師1名、薬剤師１名）、他　クメール語日本語通訳佐藤祥子企
画調査員　　（便宜供与依頼あり）

5

31 2008年7月23日

世界基金支援日本委員会　議員タスクフォース
逢沢一郎衆議院議員（自民党）[団長] 、橋本岳衆議院議員（自民党）、松本純衆議院議
員（自民党） 、山口壮衆議院議員（民主党）、谷合正明参議院議員（公明党） 、岡本み
つのり衆議院議員（民主党）、三谷正史 （逢沢一郎議員秘書）
山本正 （財）日本国際交流センター 理事長、世界基金支援日本委員会 ディレクター 、
坊野成寛（財）日本国際交流センター プログラムオフィサー、Katja Roll　世界基金 キャン
ペーン・オフィサー 、
丸山公使、小林書記官、田村調査員　（在カンボジア日本大使館）

10

32 2008年7月29日

木村仁　外務副大臣（団長）、矢吹公敏　弁護士（副団長）
三宅浩史　外務副大臣秘書官、
吉武将吾　南東アジア第1課主席事務官、
後藤文男　南東アジア第1課課長補佐、
篠原大使、米澤書記官、田村調査員　（在カンボジア日本大使館）

8

33 2008年8月11日 日本赤十字看護大学　大学院生7名、教員2名　（便宜供与依頼あり） 9
34 2008年8月19日 三重大学医学部学生 2

35 2008年8月21日
九州国際看護大学（喜多学長）、学生、大学院生、教員（便宜供与依頼あり）、野田沙綾
（NGOデスクコーディネイター）

50

36 2008年8月25日
九州国際看護大学（喜多学長ら50名）　遠田WHOアドバイザーの講義時に、講義室の貸
し出し、　野田沙綾　（NGOデスクコーディネイター）

37 2008年8月25日 NGOシェア　スタディーツアー 17
38 2008年9月7日-23日 国際保健医療学会学生部会　マッチング　　若尾聡　（自治医科大学6年） 1

39 2008年9月10日
大阪大谷大学　学生13名、引率教官1名（岡島克樹　先生　元JICAカンボジア事務所企
画調査員）　　（便宜供与依頼あり）

14

40 2008年9月12日
中村安秀　大阪大学教授、浦　みどり（カンボジアにおける母子手帳パイロットプロジェク
ト　担当者）

2

41 2008年10月10日
馬場健在カンボジア日本国大使館　参事官兼医務官、横山麻衣　日本大使館　草の根
無償保健担当

2

42 2008年10月22日
高橋謙造　厚生労働省　大臣官房国際課　国際機関専門官、藤井まい　WHO
Reproductive health department、永井周子　大阪周産期センター

3

43 2008年11月3-7日
青山温子　名古屋大学教授　プロジェクトの長期インパクトに関する調査　（便宜供与依
頼あり）

1

44 2008年11月6日
施設外での面会　　GAVI　　Dr Julian Lob-Levyt (Executive Secretary)　、Dr Craig
Burgess（Senior Program Officer）ら、寺門所員、青山温子教授　当プロジェクトとGAVI
の連携について説明

4

271
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1
1
0
.
4
8

1
7
1
1
月
2
6
日
-
1
2
月

6
日

マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
技
術
交

換
 
受
け
入
れ

N
M
C
H
C
、

K
g

C
h
a
m州

受
け
入
れ

N
M
C
H
C
　

T
O
T
部

門

4
名
　

マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
保
健

省
ス
タ
ッ

フ
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
調
整

員
1
名

マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
　

技
プ
ロ
側

予
算

1
8
2
0
0
7
年
1
2
月

-
2
0
0
8
年
１
月

保
健
セ
ン
タ

ー
　
助
産

師
技
能
研

修
N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
　

T
O
T

2
0
名
　

モ
デ
ル

サ
イ
ト
対

象
地
域
の

保
健
セ

ン
タ
ー

助
産
師
と

、
新
卒

准
助
産
師

を
対
象

（
新
卒

准
助
産
師

の
み
2
ヶ

月
コ
ー
ス

、
他
助

産
師
は

4
週
間
の

通
常
の
助

産
師
研
修

）

J
I
C
A
、
R
A
C
H
A

U
S
$
6
,
4
9
9
.
9
0

1
9
12

月
25

日

各
専
門
家
の

活
動
報
告

、
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
全
体
の
進

捗
確
認
、

研
修
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
策
定
委

員
会
を
立

ち
上
げ
る

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

N
M
C
H
C

J
I
C
A

7
名

J
I
C
A

2
0
1
2
月
2
5
日
-
2
0
0
8

年
3
月

　
週
に
1
回
ペ

ー
ス
、

合
計
1
5
回

の
「

研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

策
定
委
員
会

」
　
定
例

会
合
　
N
M
C
H
C

ス
タ
ッ
フ

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
　

T
O
T

7
名

J
I
C
A

2
1
1
月
2
1
-
2
4
日

ア
フ
ガ
ン
第

三
国
研
修

　
受
け
入

れ
N
M
C
H
C
、

K
g

C
h
a
m州

受
け
入
れ

N
M
C
H
C
　

T
O
T
部

門

ア
フ
ガ

ン
　
リ
プ

ロ
ヘ
ル

ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

６
名
と

専
門
家
1
名
、
J
I
C
A
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン

所
員
1
名
、
受
け

入
れ
た
の

は
、
国
立

母
子
保

健
セ
ン

タ
ー
研
修

部
　
7
名

ア
フ
ガ
ン

リ
プ
ロ

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
側
予
算

　
国
立

母
子
保
健

セ
ン
タ
ー
が

　
J
I
C
A
カ
ン
ボ
ジ

ア
事
務
所
よ

り
委
託
さ
れ

実
施

（
契
約
金

額
:
 
U
S
$
 
3
,
8
5
0
）

2
2
2
月
2
9日

ス
レ
イ
セ
ン

ト
ー
行
政

区
に
お
け

る
す

べ
て
の
レ
ベ

ル
の
C
/
P
に
よ
る
ス

タ
デ

ィ
ツ
ア
ー

（
地
域
保

健
活
動
の

視
察

と
協
議
）

ス
レ
イ

セ
ン

ト
ー
O
D

ス
レ
イ
セ

ン
ト
ー
O
D

参
加
者

3
0
名
　
C
M
T
メ
ン
バ

ー
　
、
ス

レ
イ
セ

ン
ト
ー

O
D
の
保
健

ス
タ
ッ

フ
、
行
政

ス
タ
ッ

フ
、
保

健
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

J
I
C
A

U
S
$
5
7
6
.
0
0
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名
称

開
催
場

所
主
催
者

参
加
者

　
（
専
門

家
を
除

い
て
記
載

）
予
算

技
プ

ロ
か
ら
の

拠
出
額

概
算

（
主

な
投
入
の

み
記

載
）

2
3
3
月
1
3
　
日

K
g
 
C
h
a
m
州
　

州
内
助

産
師
大
会

K
g
 
C
h
a
m
 
P
H
D

K
g
 
C
h
a
m
 
P
H
D

約
1
3
0
名
　
K
g
 
C
h
a
m
州
内

の
助
産
師

（
病

院
、
リ

フ
ァ
ラ

ル
病
院
と

も
）
を
対

象
と

し
、
州

保
健
局
が

実
施
。

分
娩
イ
ン

セ
ン

テ
ィ
ブ

を
受
領
で

き
る
S
B
A
定
義
の
周

知
徹

底
、
プ

ラ
イ
ベ

ー
ト
診
療

の
法
的
側

面
等
の

周
知

J
I
C
A

U
S
$
3
,
2
3
0
.
0
0

2
4
3
月
2
5日

ス
レ
イ
セ
ン

ト
ー
行
政

区
に
お
け

る
自

転
車
供
与
式

典
ス
レ
イ

セ
ン

ト
ー
O
D

ス
レ
イ
セ

ン
ト
ー
O
D

約
8
0
名

　
ス
レ
イ

セ
ン
ト

ー
保
健
行

政
区
行

政
官
、

保
健
セ
ン

タ
ー
長

、
保
健
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

、
州
保
健

局
J
I
C
A

2
5
4
月
2
1
-
2
5
日

M
C
T
コ
ー
ス

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
 
　

T
O
T

対
象
者

1
3
名
　
K
g
 
C
h
a
m
州

保
健
局
　

行
政

官
、
　

モ
デ
ル

サ
イ
ト
４

つ
の
行
政

区
の
母

子
保
健

担
当
官
　

実
施
は

、
国
立
母

子
保
健

セ
ン
タ

ー
研
修
部

　
7
名

J
I
C
A

U
S
$
1
,
4
0
8
.
5
0

2
6
5
月

2
日

M
C
T
　
評
価
会

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
　

T
O
T

7
名

N
M
C
H
C

T
O
T

J
I
C
A

U
S
$
3
9
.
0
0

2
7
6
月
1
6日

J
I
C
A
マ
ル
チ

バ
イ
ス
キ

ー
ム
に
よ

る
緊

急
産
科
機
材

供
与
　
供

与
式
典

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
 
N
R
H
P

約
9
0
名

名
　
　
全

国
の
全

州
州
レ
ベ

ル
行
政

官
、
レ

フ
ァ
ラ

ル
病
院
産

科
病
棟
ス

タ
ッ
フ

J
I
C
A
、
N
R
H
P
（
花

な
ど
の
消

耗
品
の
一
部

）
U
S
$
3
,
5
2
7
.
0
0

2
8
6
月
1
6日

チ
ャ
ム
カ
ー

ル
ー
行
政

区
に
お
け

る
ス

タ
デ
ィ
ー
ツ

ア
ー

チ
ャ
ム

カ
ー

ル
ー
O
D

B
o
s
k
h
n
o
r
保
健

セ
ン
タ

ー

チ
ャ
ム
カ

ー
ル
ー
O
D

4
0
名

J
I
C
A

U
S
$
5
0
4
.
2
0

2
9
6
月
2
3
-
2
7
日

第
１
回
　
M
A
T
コ
ー
ス

K
g
 
C
h
a
m
 
州
都

の
ホ
テ

ル

N
M
C
H
C
　

T
O
T

と
、
コ
ン

ポ
ン

チ
ャ
ム
州

側
助
産
師
コ

ー
デ
ィ
ネ
イ

タ
ー

対
象
者

　
2
1
名
、

　
K
g
 
C
h
a
m
州
　
州

保
健
局

行
政
官

、
４
つ
の

行
政
区

母
子
保
健

行
政

官
、
レ

フ
ァ
ラ

ル
病

院
S
B
A

J
I
C
A

U
S
$
4
,
6
2
6
.
4
0

3
0
7
月
9日

ク
ロ
チ
ュ
マ

ー
行
政
区

に
お
け
る

行
政

区
内
ス
タ
デ

ィ
ー
ツ
ア

ー

ク
ロ
チ

ュ
マ
ー

O
D
　
P
a
s
 
P
i

H
C

ク
ロ
チ
ュ

マ
ー

O
D

2
9
名
　

O
D
ス
タ
ッ

フ
、
保

健
セ
ン
タ

ー
ス

タ
ッ
フ

、
保
健
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

J
I
C
A

U
S
$
4
8
7
.
5
0

3
1
7
月
1
0
-
1
1
日

コ
ン
ポ
ン
チ

ャ
ム
行
政

区
に
お
け

る
行

政
区
内
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ

ア
ー

コ
ン
ポ

ン
チ
ャ

ム
O
D
　

X
X
X

保
健
セ

ン
タ
ー
、

X
X
保
健

セ
ン
タ

ー

コ
ン
ポ
ン

チ
ャ

ム
O
D

1
日
目

4
6
名
、
2
日

目
2
9
名

　
O
D
ス
タ

ッ
フ
、

保
健
セ

ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ

、
保
健
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

J
I
C
A

U
S
$
8
9
6
.
0
0

3
2
8
月
4
-
8
日
　

　
第

２
回
　
M
A
T
コ
ー
ス

K
g
 
C
h
a
m
 
州
都

の
ホ
テ

ル

N
M
C
H
C
　

T
O
T

と
、
コ
ン

ポ
ン

チ
ャ
ム
州

側
助
産
師
コ

ー
デ
ィ
ネ
イ

タ
ー

対
象
者

　
2
0
名
　

K
g
 
C
h
a
m
州
　
州
保

健
局
行

政
官
、

４
つ
の
行

政
区
母

子
保
健
行

政
官
、

レ
フ
ァ

ラ
ル
病
院

S
B
A

J
I
C
A

U
S
$
5
,
3
0
9
.
9
0
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名
称

開
催
場

所
主
催
者

参
加

者
　
（

専
門
家
を

除
い
て
記

載
）

予
算

技
プ
ロ
か
ら

の
拠

出
額
概
算

（
主
な
投
入

の
み

記
載
）

3
3
8
月
2
1
日

ス
レ
イ
セ
ン

ト
ー
行
政

区
に
お

け
る
行

政
区
内
ス
タ

デ
ィ
ー

ツ
ア
ー

ス
レ
イ

セ
ン

ト
ー
O
D　

Sd
ao

保
健
セ

ン
タ
ー

ス
レ
イ

セ
ン

ト
ー
O
D

62
名

　
　
OD

ス
タ
ッ
フ

、
保
健
セ

ン
タ
ー
ス

タ
ッ

フ
、
保
健

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

JI
CA

、
昼
食
代

金
は
Sd
a
o　

保
健
セ

ン
タ
ー
側

の
負
担

U
S
$
3
8
9
.
3
0

3
4
9
月
1
6
日

ク
ロ
チ
ュ
マ

ー
行
政

区
に
お
け

る
地
域

と
の
活
動
を

開
始
す
る

Ki
ck
 o

ff
会
合

ク
ロ
チ

ュ
マ
ー

O
D
　
P
a
s
 
P
i

H
C

ク
ロ
チ

ュ
マ
ー

O
D

約
3
0名

　
　

OD
ス
タ
ッ

フ
、
保
健

セ
ン
タ
ー

ス
タ

ッ
フ
、

保
健
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

ク
ロ

チ
ュ
マ
ー

行
政
区

3
5
1
0
月
2
日

新
型
巡
回
指

導
　
準
備

会
合

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
　
T
O
T

1
0
名

　
N
M
C
H
C
　
T
O
T

J
I
C
A

3
6
1
0
月
2
0
-
2
1
日

K
g
 
C
h
a
m
-
S
i
e
m
　
O
D
に
お
け
る

A
O
P
レ

ビ
ュ
ー
会
合

コ
ン
ポ

ン
チ
ャ

ム
OD

コ
ン
ポ

ン
チ
ャ

ム
OD

約
6
0名

　
OD

ス
タ
ッ
フ

、
保
健
セ

ン
タ
ー
ス

タ
ッ

フ
J
I
C
A

U
S
$
1
,
4
1
8
.
0
0

3
7
1
0
月
2
2
-
2
4
日

ス
レ
イ
セ
ン

ト
ー
　

OD
に
お
け

る
AO
P

レ
ビ
ュ
ー
会

合
ス
レ
イ

セ
ン

ト
ー
O
D

ク
ロ
チ

ュ
マ
ー

O
D

45
名

　
ス
レ

イ
セ
ン
ト

ー
OD
ス
タ

ッ
フ
、
保

健
セ

ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ

、
　
学
ぶ

た
め
に

C
h
a
m
k
a
r
 
L
e
u
 
O
D
と
、

K
r
o
u
c
h
 
C
h
h
m
a
r
 
O
D

の
ス

タ
ッ
ﾌが

見
学

J
I
C
A

U
S
$
1
,
7
7
9
.
2
5

3
8
1
0
月
第
1
週

新
型
巡
回
指

導
　
ク
ロ

チ
ュ
マ

ー
行
政

区
ク
ロ
チ

ュ
マ
ー

行
政
区

NM
CH
C
と
同
行
政

区
母
子

保
健
行

政
官

巡
回

指
導
対

象
者
　
9名

　
（
保

健
セ
ン
タ

ー
助
産

師
）
　

巡
回
指
導

者
　
　
４

名
（
Kg

C
h
a
m
 
P
H
D
,
 
K
g
 
C
h
a
m
 
R
H
,
　
K
r
o
u
c
h

C
h
h
m
a
r
 
O
D
　

M
C
H
,
 
K
r
o
u
c
h
 
C
h
h
m
a
r
 
R
H

SB
A
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
　

 3
名
（

NM
CH
C)

J
I
C
A

U
S
$
1
,
0
2
7
.
5
0

3
9
1
0
月
第
2
週

新
型
巡
回
指

導
　
ス
レ

イ
セ
ン

ト
ー
行

政
区

ス
レ
イ

セ
ン

ト
ー
行

政
区

NM
CH
C
と
同
行
政

区
母
子

保
健
行

政
官

巡
回

指
導
対

象
者
　
6名

　
(保

健
セ
ン
タ
ー

助
産

師
),
　

巡
回
指
導

者
　
3名

、
（
 K
g

C
h
a
m
 
R
H
,
　

S
r
e
i
 
S
a
n
t
h
o
r
 
O
D
　
M
C
H
,

K
r
o
u
c
h
 
C
h
h
m
a
r
 
R
H
　

S
B
A
)
 
 
ア

ド
バ
イ

ザ
ー

　
3名

（
NM
CH
C）

J
I
C
A

U
S
$
5
1
6
.
0
0

40
1
0月

第
3週

新
型
巡
回
指

導
　
Kg
 
Ch
am
行
政

区
K
g
 
C
h
a
m
行
政

区

NM
CH
C
と
同
行
政

区
母
子

保
健
行

政
官

巡
回

指
導
対

象
者
　
１

０
名
　
（

保
健
セ
ン

タ
ー

助
産
師

）
、
巡
回

指
導
者
　

2名
　
（

Kg
C
h
a
m
 
P
H
D
,
 
　

K
g
 
C
h
a
m
 
O
D
　
M
C
H
）
、
ア

ド
バ
イ

ザ
ー
　

2名
（
N
MC
HC
）

J
I
C
A

U
S
$
4
3
8
.
0
0

4
1
1
0
月
第
3
週

新
型
巡
回
指

導
　
チ
ャ

ム
カ
ー

ル
ー
行

政
区

チ
ャ
ム

カ
ー

ル
ー
行

政
区

NM
CH
C
と
同
行
政

区
母
子

保
健
行

政
官

巡
回

指
導
対

象
者
　
9名

　
(保

健
セ
ン
タ
ー

助
産

師
)、

　
巡
回
指
導

者
は
　

4名
（
K
g
 
C
h
a
m
 
R
H
,
　
C
h
a
m
k
a
r
 
L
e
u
　
O
D

M
C
H
,
 
O
D
 
 
v
i
c
e
 
i
n
 
c
h
a
r
g
e
 
R
H
,
 
C
h
a
m
k
a
r

L
e
u
 
R
H
　
M
W
)

J
I
C
A

U
S
$
4
7
1
.
0
0

4
2
1
0
月
3
0
日

新
型
巡
回
指

導
　
評
価

会
合
１

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
 
T
O
T

N
M
C
H
C

T
O
T
ユ
ニ
ッ
ト

7
名

J
I
C
A

4
3
1
1
月
5
日

新
型
巡
回
指

導
　
評
価

会
合
２

N
M
C
H
C

N
M
C
H
C
 
T
O
T

巡
回

指
導
者

（
助
産
師

コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
タ
ー

7名
と
RH
SB
A
　
3名

）
、

ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で

あ
る
N
M
C
H
C
8
名

J
I
C
A
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名
称

開
催
場

所
主
催
者

参
加
者

　
（
専
門

家
を
除

い
て
記
載

）
予
算

技
プ

ロ
か
ら
の

拠
出
額

概
算

（
主

な
投
入
の

み
記

載
）

1
2
00
7
年
 5
月

2
6

日
助

産
師
デ
ー

野
外
　

ワ
ッ
ト

プ
ノ
ン

N
R
H
P
,
 
D
F
I
D

約
20
0
名
　
Ca
mb

od
ia
 M
i
d
wi
fe

As
so
c
ia
ti
on
所

属
の

全
国
の

助
産
師

DF
ID
予
算

が
主
、

　
NM
CH
CC

/P
参
加
費
用

の
み
JI

CA
負
担

U
S
$
9
.
0
0

2
2
00
7
年
7月

18
-

1
9日

NR
HP
半
期
会

合
　
（
J
IC
Aよ

り
母

子
保

健
行
政
官
対

象
の
自
記

式
調
査
を

実
施

）
S
i
e
m
 
R
e
a
p

N
M
C
H
C
 
N
R
H
P

約
20
0
名
　
全
州

州
保
健
局

　
母
子
保

健
行
政

官
、
U
NF
PA
が
支

援
す
る
行

政
区
の
母

子
保
健

行
政
官

NR
HP
　
H
SS
P予

算
、
JI
CA
よ

り
調
査
回
答

者
に
対

し
て
、

He
al
th
 
Me
ss
an
g
er
 と

い
う

分
娩
ケ
ア

雑
誌
を

供
与

3
2
00
7年

12
月
12

-
1
3日

NR
HP
半
期
会

合
　
（
JI
CA

よ
り
SB
A定

義
を
明
確
化

す
る
よ
う

フ
ァ
シ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
）

S
i
e
m
 
R
e
a
p

N
M
C
H
C
 
N
R
H
P

約
20
0
名
　
全
州

州
保
健
局

　
母
子
保

健
行
政

官
、
U
NF
PA
が
支

援
す
る
行

政
区
の
母

子
保
健

行
政
官

NR
HP
　
H
SS
P予

算
、
JI
CA
よ

り
He
al
th
 
Me
ss
an
g
er
新
生
児

ケ
ア
雑
誌
を

供
与

4
2
00
8年

3月
7日

母
子
保
健
　

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

NM
CH
C

NM
CH
C 
T
OT

約
20
0
名
　
全
国

の
州
保
健

局
局
長
、

州
母
子

保
健
行

政
官
、
リ

フ
ァ
ラ

ル
病
院
産

科
SB
A、

首
都
の

国
立
病

院
、
国
立

母
子
保
健

セ
ン

タ
ー
、

Mu
ni
ci

pa
l病

院
の

産
科
SB
A

NM
CH
Cが

交
渉
の
上

、
WH
Oよ

り
予
算
確
保

し
、
地

方
ス
タ
ッ

フ
に
つ
い
て

は
WH
Oよ

り
予
算
、

JI
CA
は
、

首
都
か

ら
の
参
加

者
の
み
に
予

算
提
供

＋
WH
Oガ

イ
ド
ラ
イ
ン

新
生
児

、
分
娩
ケ

ア
の
コ
ピ
ー
を

提
供

U
S
$
5
9
2
.
0
0

5
2
00
8年

8月
2
6-

2
7日

NR
HP
半
期
会

合
　
（
C/
Pよ

り
、
助
産

師
支
支
援
体

制
に
つ
い
て
の
経

験
共

有
プ
レ
ゼ
ン

を
実
施
）

S
i
e
m
 
R
e
a
p

N
M
C
H
C
 
N
R
H
P

約
20
0
名
　
全
州

州
保
健
局

　
母
子
保

健
行
政

官
、
U
NF
PA
が
支

援
す
る
行

政
区
の
母

子
保
健

行
政
官

NR
HP
　
H
SS
P予

算
、
JI
CA
か

ら
は
、
HS
S
P予

算
側

で
呼
べ
な

い
当
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

２
OD
の
C/

P
ら
の
参
加

費
用
を

負
担

U
S
$
2
1
8
.
5
0

共
同
開

催
の
イ
ベ

ン
ト
　
（

JI
CA
側
が
従

で
あ
る
も

の
）
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名
称

開
催
場

所
主
催
者

参
加
者

　
（
専
門

家
を
除

い
て
記
載

）
予
算

技
プ

ロ
か
ら
の

拠
出
額

概
算

（
主

な
投
入
の

み
記

載
）

Kg
 C
ha
m

各
O
D

NM
CH
C　

TO
T
ユ
ニ
ッ
ト

NM
CH
C　

MC
H
Su
b-
TW
G

2ヶ
月
に

一
度

NR
HP
が
主
催

す
る
技
術
会

合

Mo
H

Mo
H 
TW

GH

火
曜
日

　
9-
10
時

の
TO
Tユ

ニ
ッ

ト
定
例

会
合

CA
C 
,産

後
出
血
予

防
、
Mi

dw
if
e

Hi
gh
 L

ev
el
 T
a
sk
fo
rc
e、

新
生

児
TF
な

ど

他
に
　
OD
,
 P
HD
< 
N
MC
HC
の
ル

ー
チ
ン
の

活
動
に
、

時
に
専

門
家
は
参

加
し
、
情

報
収
集
や

PH
D　

A
nn
ua
l 
He

al
th

月
例
の

OD
に
お
け

る
保
健
セ

ン
タ
ー
長

会
議

 O
D 
MC

Hの
た
め

の
月
に
一

度
の

PH
D　

M
CH
が
開
催
す
る

会
議

Pr
ov
in

ci
al
 T
W
G
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